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衆
議
院
議
員
江
田
憲
司
君
提
出
い
わ
ゆ
る
「
宙
に
浮
い
た
年
金
記
録
」
の
確
認
作
業
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
る
か
否
か
の
判
定
に
当
た
っ
て
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
に
設
置
し
た
年
金
記
録
確
認
中

央
第
三
者
委
員
会
に
お
い
て
、
総
務
大
臣
の
求
め
に
応
じ
、
総
務
大
臣
が
行
う
あ
っ
せ
ん
に
当
た
っ
て
の
基
本
方
針
そ
の
他

年
金
記
録
に
係
る
苦
情
の
あ
っ
せ
ん
に
関
す
る
重
要
事
項
と
し
て
調
査
審
議
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
公
表
に
つ
い

て
も
同
委
員
会
に
お
い
て
調
査
審
議
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
申
立
て
を
行
う
方
々
の
負
担
が
で
き
る
だ
け
少
な
く
な
る
よ
う
、
す
べ
て
の
都
府
県
そ
れ
ぞ
れ
一

か
所
と
北
海
道
四
か
所
の
合
計
五
十
か
所
の
各
管
区
行
政
評
価
局
等
に
年
金
記
録
確
認
地
方
第
三
者
委
員
会
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
（
厚
生
年
金
保
険
及
び
国
民
年
金
等
の
適
用
、
保
険
料
の
徴
収
、
給
付
並
び
に
年
金
相

談
等
に
使
用
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
シ
ス
テ
ム
の
全
面
的
な
見
直
し
を
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必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
二
十
四
時
間
稼
働
可
能
な
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
年
金
記
録
に
係
る
相
談

体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
本
年
六
月
四
日
よ
り
、
平
日
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
稼
働
を
原
則
午
後
八
時
ま
で
延
長
す
る
等

の
措
置
を
講
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
」
は
、
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
不
具
合
及
び
今
回
の
年

金
記
録
に
係
る
相
談
業
務
の
実
施
の
た
め
通
常
行
わ
れ
な
い
金
曜
日
の
延
長
稼
働
並
び
に
こ
れ
に
引
き
続
く
土
曜
日
及
び
日

曜
日
の
連
続
し
た
社
会
保
険
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
当
該
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
処
理
す
る
情
報
量
の
多
い
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
九
系
統
の
う
ち
三
系
統
に
対
し
、
日
曜
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
稼
働
の
命
令

が
正
常
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

今
後
、
当
該
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
不
具
合
を
改
修
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
今
回
の
よ
う
な
通
常
の

稼
働
と
異
な
る
運
用
を
行
う
場
合
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続
の
処
理
手
順
の
変
更
に
よ
る
暫
定
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た

ほ
か
、
事
前
に
正
し
く
稼
働
す
る
こ
と
の
確
認
試
験
を
更
に
徹
底
し
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

御
指
摘
の
「
費
用
」
に
つ
い
て
は
、
当
該
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
株
式
会
社
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
デ
ー
タ
自
ら
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が
暫
定
措
置
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
の
国
と
し
て
の
費
用
負
担
は
生
じ
な
い
。

�
に
つ
い
て

社
会
保
険
事
務
所
に
お
け
る
相
談
業
務
に
つ
い
て
は
、
年
金
記
録
に
係
る
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
す
べ
て
の
社

会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
日
以
外
の
休
日
に
も
、
六
月
十
六
日
及
び
十
七
日
に
年
金
相
談
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
、
六
月
二
十
三
日
、
六
月
二
十
四
日
及
び
七
月
十
四
日
に
開
庁
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
毎
週
月
曜
日
に
加
え
て
他
の
平
日
も
午
後
七
時
ま
で
受
付
時
間
を
延
長
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
更
な
る
相
談
時

間
帯
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
相
談
実
績
等
を
踏
ま
え
て
、
適
切
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

�
に
つ
い
て

臨
時
の
相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
平
成
十
九
年
六
月
七
日
に
、
東
京
及
び
大
阪
の
各
社
会
保
険
事

務
局
に
お
い
て
実
施
し
た
ほ
か
、
六
月
八
日
及
び
十
五
日
に
は
全
国
の
社
会
保
険
事
務
局
に
お
い
て
、
一
斉
に
実
施
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も
、
全
国
の
社
会
保
険
事
務
局
に
お
い
て
、
六
月
二
十
二
日
及
び
二
十
九
日
に
一
斉
に
実
施
す
る
と
と

も
に
、
特
に
相
談
件
数
が
多
い
社
会
保
険
事
務
局
に
お
い
て
は
、
可
能
な
限
り
、
こ
れ
以
外
に
も
、
随
時
、
積
極
的
に
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
当
該
窓
口
は
、
繁
華
街
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
等
の
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
と
し
て

三



お
り
、
臨
時
窓
口
の
設
置
場
所
・
日
時
に
つ
い
て
は
、
各
社
会
保
険
事
務
局
に
お
い
て
、
報
道
機
関
へ
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
等
の
広
報
啓
発
活
動
等
を
通
じ
て
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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